




























【Model 1】実践の構造

● 担当教員：
·�教育経営学科

鈩悠介先生

星関岱

伝盟悶n

＠到達目標：
社会科の授業者としての
基礎的素養を身につける

白評価方法：
，，

ー 毎回の小レポート70%、
学習指導案30%

授業の設計コンセプト

生成Alを単なる検索ツールではなく、教員と教育理念を共有する
「学習サポート役（壁打ち相手）」として対話型で設計する。

工夫の核心

Google Classroom内に、過去の講義スライドをすべて事前学習
させた専用の「Gemini」を独自設定。学生の考えを多角的に評
価するフィ ードバックループを構築。

再現可能なポイント

• Alに「あえて誤りを含む出力」を時折させるようプロンプトを
設定。

• Alの提案を鵜呑みにせず、適切な距離感を保ちながら批判的思
考を訓練する仕組みを授業内に絹み込む。
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